
 

 

 

 

速報 2 月 16 日名古屋市は、 

名古屋市立緑市民病院(現在、指定管理者運営)

を令和 5 年(2023 年)4 月から「名古屋市立
大学附属病院」へ経営移行を『名古屋南部地域医療連

携推進協議会』全体会議で表明し、確認（了承を得る）しました！  
 

現在、名古屋市立２病院を４月から「名古屋市立大学附属病院」へと運営移行が強行決定され、その準備

が進められている中、「名古屋の公的医療を守る市民の会」を結成し、コロナ禍に於ける経営移行は延期する

ことを求めて署名運動等を推進しています！ そんな中、名古屋市立緑市民病院は、制定管理者（医療法人

「純正会」―名古屋市緑区、許可病床 300床）に経営を委ね、2022年 3月までの契約期間を当面１年延長す

る方向で、昨年１月から「緑市民病院のあり方を考える有識者懇談会」が開催（非公開）され検討されてき

ました。 

名古屋市のＨＰでは、第２回懇談会を２月 19日に開催の案内が一旦表示されるも、現在は削除され、この

件に関する情報が、市民からは一切わからない状態にされています！ 

こうした状況の中で、２月 16日開催された第２回『名古屋南部地域医療連携推進協議会』（この件の説明・

承認だけを議題としていた）が開催され、大原名古屋市病院局・局長が「名古屋市立緑市民病院の今後の計

画について」と題して報告しました。 ＊会議の詳細は、明らかにされていません！ 

会議で出された資料の一部を掲載します！ 
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＊「名古屋南部地域医療連携推進協議会」とは？ 

＊地域医療構想における各構想区域の審議は、名古屋市内の場合は『名古屋・尾張中部構想区域推
進委員会』が正式な審議の場であり、この『名古屋南部地域医療連携推進協議会』は、非公式な、
集まり・協議会とも言えます！ また、名古屋市が、緑市民病院の経営方針をどこにも図らないま
ま、協議会で突然、方針を説明し、了承を得ようとすることは、手続き上も背信行為です！ 


